
会議議事録   

  

（１） 会議の名称、開催日時等  

件名  令和８年度 第１回 美瑛町郷土学館運営協議会会議  

日時  令和８年５月２１日（木） 午後１時００分 ～ 午後２時０５分  

場所  美瑛町郷土学館 ２階 学習体験室  

出席者 

委 員 小北 敏明、須藤 和宏、東海 しのぶ、春澤 秀之、藤原 悟 
  室井 修一（代理 皆川主任企画専門職他 1 名） 

町 長 角和 浩幸 
事務局 館長 才川 健一、次長兼業務係長 荒明 慎久  

傍 聴  可能   傍聴者数：１名  

問合先  美瑛町郷土学館 担当：荒明   電話：０１６６-７４-６１１６  

  

（２） 議事  

議 題 

１ 開会  

２ 町民憲章朗唱 

３ 委嘱状交付  

４ 町長あいさつ 

５ 委員及び職員紹介  

６ 委員長・副委員長選任 

７ 委員長・副委員長あいさつ 

８ 議題 

報告第１号 令和７年度 郷土学館事業報告について 

報告第２号 令和７年度 郷土学館入館者数について 

議案第１号 令和８年度 事業計画（案）について 

議案第２号 令和８年度 委員視察研修（案）について 

９ その他 

10 閉会 

議事内容 

 

才川館長  

 

 

 

才川館長  

全員 

 

 

１ 開会  

定刻になりましたので、令和８年度第１回美瑛町郷土学館運営協

議会を開会します。  

  

２ 町民憲章朗唱  

はじめに、町民憲章の朗唱を行います。起立をお願いします。  

町民憲章朗唱  

  

３ 委嘱状交付  



才川館長 

 

 

 

 

 

才川館長 

 

角和町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

才川館長 

 

続きまして、角和町長より委嘱状の交付を行います。名前を読み

上げますので前にお願いします。 

角和町長より出席委員６名に委嘱状交付 

なお、室井修一委員は代理となります。 

 

４ 町長あいさつ 

続きまして、角和町長よりご挨拶申し上げます。 

 

改めましてこんにちは。本日は令和 8 年度第 1 回目となります美

瑛町郷土学館運営協議会に皆様ご参加を賜りまして誠にありがと

うございます。そして今委嘱状を手渡させていただきました新任

の方、再任の方皆様それぞれにこれまでの知識と経験をぜひご教

授いただきまして、郷土学館の運営に引き続きお力添いを賜りま

すようこれからよろしくお願い申し上げます。本年度美瑛町役場

に新規採用で入ってきた職員は 6 名であります。このうち 5 名が

美瑛町で生まれ育ちの方々でありました。本当に珍しいことで、

数年に 1 回美瑛町出身者が職員に応募して合格してくれるという

感覚でしたが、5 人に入っていただきました。公平な審査、受験

のもとで勝ち抜いて職員になっていただいたのですけれども、面

接の中で本当に生まれ育った町、美瑛のために仕事したい、尽く

したいということを口々に皆さん言っていただいて、その熱い思

いをすごくひしひしと面接官の我々側は感じたところでありま

す。ひとえに 2 つ理由があると思います。1 つは郷土学館の皆様

の取り組みの美瑛学をはじめ、地元・故郷・ふるさと美瑛町を教

えていただく場のありがたさというところと、もう 1 つは学校教

育の中の故郷教育で、美瑛町の特徴を学んで成長していったその

成果がこのような形でも現れているのかと感じているところでご

ざいます。最後に地元のこと、故郷のことを学び、理解していく

ことの大切さということを改めて私どもも実感しているところで

ございますし、美瑛に生まれ育った方のみならず、今美瑛町では

関係人口づくりに非常に力を入れているところでございまして、

外から美瑛町を訪れてくれる方に観光だけではなく、美瑛町の成

り立ちや特徴をより深く知っていただくということの意味合いで

も郷土学館の取り組みというのは、これからますます重要性を増

してくると思っているところでございます。どうぞ引き続き皆様

のお力を賜りまして、郷土学館の運営に努めていく所存でありま

すので、それぞれの立場からのご指導 ご助言を賜りますようお願

い申し上げまして挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろし

くお願い申し上げます。 

 

 

角和町長は、この後の公務のためここで退席させていただきます。 

角和町長退席 



 

才川館長 

 

 

 

才川館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員 

 

才川館長 

 

 

 

才川館長 

 

藤原委員長 

 

 

 

 

才川館長 

 

 

 

 

藤原委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

藤原委員長 

 

 

５ 委員及び職員紹介 

続きまして、委員及び職員紹介を行います。 

藤原委員から事務局職員まで順番に自己紹介 

 

６ 委員長・副委員長選任 

続きまして、委員長・副委員長の選任を行います。選任方法につ

いて、美瑛町運営協議会設置要綱第 4 条の 2 のとおり互選で決定

となっていますが、何かご意見はございますか。 

 

特に意見無し 

 

特になければ事務局にて提案させていただきます。委員長に藤原

悟委員、副委員長に東海しのぶ委員にお願いできればと思ってい

ます。皆様よろしいでしょうか。 

 

承認 

 

それではよろしくお願いします。 

藤原委員長、東海副委員長が前の席に移動 

 

７ 委員長あいさつ 

それでは、一言あいさつをお願いします。 

 

ご指名がございましたので恐縮ではございますが委員長を務めさ

せていただきます。藤原と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。皆様のご協力を頂きながら運営に当たっていきたいと思

いますので、東海副委員長共々よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございます。それでは次第 8 の議題に入らせていただ

きます。ここからの進行につきましては、委員長にお願いしたい

と思います。委員長よろしくお願いします。 

 

８ 議題 

それでは議題に入っていきたいと思います。報告第 1 号並びに第

2 号について事務局より説明をお願いします。 

 

報告第 1 号 令和７年度郷土学館事業報告について 

  

報告第 2 号 令和７年度郷土学館入館者状況について  

  

ただいま説明のありました報告につきまして何かご質問やご意見

などございましたらお聞きしたいと思います。ないようですので

令和 7 年度郷土学館事業報告につきまして承認させていただいて



 

 

全員 

 

藤原委員長  

 

藤原委員長 

 

 

事務局 

 

藤原委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

春澤委員 

 

 

 

 

事務局 

 

春澤委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

春澤委員 

 

藤原委員長 

 

 

 

よろしいでしょうか。 

 

承認  

 

ありがとうございます。承認という形にさせて頂きます。 

  

続きまして、議案の第 1 号について事務局に説明をお願いいたし

ます。 

 

議案第１号 令和８年度 事業計画（案）について 

 

はい、ありがとうございます。ただいまご説明がありました議案

につきまして何かご意見、ご質問ありませんか。 

 

3 月に行いました令和 7 年度郷土学館運営協議会で、皆様からご

提案いただいた昔の遊びなどに関しては、今年度の美宙祭りの中

で実施できるようにしていきたいと思います。 

 

観察会などがありますが、最近注目されていますクマの出没が頻

繁になっていて日本全国で問題になっています。これについて美

瑛町や十勝岳などで調査に行かれているとは思いますけれども、

その情報というのは何か今ありますか。 

 

クマの出没情報ということですか。 

 

クマが出没されることが多いでしょうから、その辺の情報が何か

今あるのかどうかです。 

 

一応、町の中でのヒグマの出没情報は、農林課の方で押さえてい

る情報があります。私たちも自然観察とかで出かけるときには事

前に確認はして、危なそうなところだとやはり中止するまたは場

所を変えるなどを行っていきたいと思います。幸い今のところそ

ういった場面に出くわしたことはないです。あとクマに関する講

座や展示会のことで言いますと、令和 6 年に一度実施をしていま

す。何年かごとにクマの専門家の方をお呼びして、講座を開いた

り企画展をやっていこうと思います。 

 

はい、わかりました。 

 

他にございませんか。 

多少余談になりますが、4 月から美宙の職員の数が実質減ってい

ます。昨年と同じような取り組みを行っているわけですけれども、

やはり人員不足なのかなというところもあると思いますので、機



 

 

 

 

 

全員 

 

藤原委員長 

 

 

藤原委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

会があればお手伝いしたいというようなお話もありましたので、

もしよければ活動の内容を見ながら一緒に参加していただければ

ありがたいというふうに、私は個人的には思っております。 

はい、他にないでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

承認 

 

事業計画案につきましては承認させて頂きます。ありがとうござ

います。 

 

続きまして、議案の第 2 号について事務局に説明をお願いします。 

 

議案第２号 令和８年度 委員視察研修（案）について 

目的としましては、博物館等の施設を視察しまして郷土学館の運

営の改善に役立てることを目的としていますが、昨年計画をして

いましたが、時期がずれ込むなどもありまして実施できませんで

した。今年度は実施したいと思っています。視察場所の案としま

しては、3 つに絞ってご提案させていただきたいと思います。①

番の提案は初山別天文台、羽幌町郷土資料館、苫前町郷土資料館

で、地方の町の郷土資料館の運営がどうようになされているのか、

それぞれの町で工夫していることや運営体制などをお聞きできれ

ばと思っています。また、初山別の天文台は昨年度から職員が新

しく配置されていまして、どのような工夫がされて運営している

のかなど参考になるのかと考えています。②番の提案は音更ふる

さと資料館、夕張市石炭博物館、帯広市の博物館や児童会館があ

ります。音更ふるさと資料館ですけれども新しく建てたわけでは

ないですが、リニューアルして整備しているところになります。

こちらもつい数年の間に整備し直しているということで、どうい

った資料展示をしているか、展示の見せ方などが参考になるかと

考えています。あと石炭博物館は数年前火災があって一度クロー

ズしていたのですが、昨年工事なども終わって再開しているとい

うことで、SNS などでもかなり話題になっていたのですが運営体

制など参考になるかと考えています。③番の提案は、今年の 4 月

に新しくできたむかわ町穂別恐竜博物館です。むかわ町穂別博物

館というのはありましたが、建物が古くなっていたこともあるの

と恐竜の化石が見つかってということでかなり注目度が上がって

いて、建物も新しく建て直したというところになります。かなり

混んでいるのかと思いますが、新しい展示物も去ることながら昔

の博物館を取り壊したりしないで別館のような形で資料を展示し

て運営をされていますので、古い建物の利活用というところで参

考になるかと考えております。時期としましては、今年 9 月下旬

頃を中心に考えており、引率する職員一人と委員の皆様で視察す

るという形になります。 



 

藤原委員長 

 

 

藤原委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

藤原委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

春澤委員 

 

 

事務局 

 

 

藤原委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

春澤委員 

 

 

事務局 

 

春澤委員 

 

 

 

ただいまご説明があった議案について何かご質問等がありますで

しょうか。 

 

私の方から質問ですけれども、委員 6 名、これは日帰りを想定し

ているのですか。 

 

予算的には一泊の予算でございます。過去に視察施設をいっぱい

見てきたというのがあったのですが、１つ１つのところをじっく

り視察するというスタイルに変えたいと思っております。 

 

過去には 6 名の委員の約半数 3 人のみの予算措置だったこともあ

りましたので、今年度は 6 名全員が参加しても問題ないというこ

とです。ということで皆様どうぞご参加をお願いいたします。 

何かございませんでしょうか。 

 

では提案①.②.③どちらがよろしいでしょうか。 

 

個人的には③のむかわ町穂別恐竜博物館に行ってみたいと思って

います。 

 

博物館だけではなく、近くに温泉もある施設があり、こちらもリ

ニューアルしています。宿泊ができるかは確認していません。 

 

中の展示もリニューアルしています。私が行ったときはリニュー

アル前だったので、化石や地球科学をテーマにしてやられてまし

たが、今はどうなっているのかちょっとわかりません。 

 

むかわ町の穂別博物館は、前は科学館と博物館が 2 つあったので

すが、胆振東部地震で科学館の展示物が壊れて直せないというこ

とで取り壊しになりました。博物館だけは継続していたのですが、

恐竜ですごく盛り上がっているというのがあり、建物を新しく建

てて、もともと使っていた博物館は壊すのがもったいないという

ことで、恐竜じゃない化石とかを展示する形で整備したはずです。 

 

むかわの恐竜博物館、確か動く恐竜を展示していたようなに思い

ます。 

 

行っていないのでわからないです。 

 

確か動く恐竜を展示して、実物大の恐竜を展示しているというの

もむかわでした。確か。かなり迫力があるという内容をやってい

たような気がします。あと初山別の天文台、これも北海道では第



 

 

事務局 

 

春澤委員  

 

 

事務局 

 

 

 

 

藤原委員長 

 

 

事務局 

 

 

藤原委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

藤原委員長 

 

事務局 

 

藤原委員長 

 

事務局 

 

春澤委員 

 

事務局 

 

春澤委員 

 

 

事務局 

1 号の天文台でしたか？ 

 

第 1 号ではないと思いますが、歴史はあります。 

 

美瑛町にもせっかく天文台があるので、ここにも行ってみたいな

という気はします。 

 

①.②.③どれもおすすめで、ただ③となると、むかわ町穂別博物館

だけというわけにはいかないと思うので、近隣をまた追加してと

いう形にはなると思います。苫小牧とかの博物館に寄ってくるみ

たいな形になるかもしれないです。 

 

この視察は、ただ施設の見学だけではなく、先方の学芸員や運営

する側との意見交換みたいなものは必須だと思っています。 

 

はい、必須です。ただ見に行くだけでしたら、ただ見に行けばい

いということになります。 

 

何かそこから学んでくることやこちらからテーマを持って行くと

いう形になるかなと思います。 

 

そういった観点でいくと、①か②が事務局としてはいいかとは思

ってはいますが、③番も今年オープンした新しい博物館なので、

最近の展示解説のパネル作りや端末などがどういったものを使っ

ているか、また今後、郷土学館のリニューアルなどを考えていく

のであれば、参考にしていかなければいけないかと思います。 

 

移動は公用車ですか? 

 

はい、公用車を想定しています。 

 

7 名まで乗れますか？ 

 

はい。 

 

また運転手の仕事もされるのですか？ 

 

はい。できればあまり遠くではない方が良いと思っています。 

 

一昨年は大変でしたし、疲れました。ずっと運転されて本当に申

し訳なかったです。 

 

そういったこともあったので、ちょっと視察する場所も絞ってご



 

 

藤原委員長 

 

 

 

全員 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

須藤委員 

 

事務局 

 

 

 

 

藤原委員長 

 

事務局 

 

藤原委員長 

 

 

事務局 

 

 

藤原委員長 

 

 

 

 

 

 

提案させていただきました。 

 

よろしいでしょうか。先方のご都合があると思いますし、それぞ

れ学ぶことができるような施設ですので、事務局の方に最終的に

はお任せをして、日程ですとかそういう形でよろしいでしょうか。 

 

よろしくお願いします。 

 

わかりました。多数決で決めるつもりはないのですけど、参考ま

でにそれぞれの案で挙手をいただけますか。 

①２票、②1 票、③2 票 

なお、室井委員代理の方は挙手せず。 

 

むかわ町穂別恐竜博物館は初年度なので、かなり視察とかも全国

から入っていると思います。郷土学館の初年度もかなり視察が入

っていましたので、そういう意味では来年か再来年に、ちょっと

落ち着いてからの方が、職員とかにはゆっくりお話を聞けるのか

という気はします。 

 

視察研修日は平日ですか？ 

 

はい。一応平日で想定しています。郷土学館の休館日とあと 1 日

という形で考えていますので、基本は火曜日が軸になります。火、

水という形になると思います。月曜日に博物館などが休館すると

ころが多いためです。 

 

火曜、水曜ですか？ 

 

軸になるかと思います。職員の体制も含めての話になります。 

 

それではご希望もあると思いますけれども、最終的にはまた事務

局の方で対応していただきたいと思います。 

 

はい。 

 

９ その他 

議案の方は以上ですけれども、何か全体とおしまして、皆さん方

からご意見や何か感想がありますか。 

私の方から、つい 2 日前 5 月 19 日午後 7 時半から NHK のクロ

ーズアップ現代という番組があり、その時に「宝が消える博物館

クライシス」というテーマで番組がありました。興味があって見

たのですけれども、全国の資料館や博物館の共通した悩みという

のが、収集したものが多大になり、こちらから収集するばかりじ
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ゃなく、寄贈してくる人が結構今のご時世多いらしいのです。家

仕舞いやお墓仕舞いという時代ですから、寄贈者が多くて、物が

溢れている現象が全国の博物館にもあるみたいです。多分それを

見ていて、ここも同じような現象もあるのではないのかという気

はしています。一番課題となるのが、資料収集、受けるばかりじ

ゃなくて、廃棄をすること。どこかで物理的に廃棄をしなければ

展示もできなくなってくるというそういう悩みもあったりして、

廃棄の基準もあるようで実際はないということもその番組の中で

言っていました。参考まででいいのですが、たぶん 3 月か 2 月に

はこの年度の振り返りのような運営協議会を行うと思いますが、

その時に年間の収集した点数と現在館内で展示している点数、そ

して廃棄をしたものが何件あったかというものを参考までに教え

ていただければありがたいと思っています。2,3 日もかけて資料

整理して作らなくてはいけないということでしたら、しょうがあ

りませんが、手持ちの資料の中で整理できる範囲の中でそういう

形で報告をお願いしたいと思います。 

  

承知しました。 

毎年寄贈をいただいておりますので、年々増えていっているとい

う状況です。あとは収蔵する場所をどこにするのかですとか、収

蔵スペースの関係もあるので、例えば同じものはいただけません

というお断りをするということも近年は起こっています。そうい

った中で、廃棄については難しい問題と思っています。 

 

最初に申し上げた宝が消えるというのは、廃棄をするともう二度

と戻らないということがあって、どこで廃棄したらいいのかとい

うことと現実には廃棄をしなければならないということもあった

りして、非常に悩ましい問題があるというふうにその番組を見て

いて思ったのですけれども、いずれはここも同じような現象が起

きてくると思います。 

 

１つありましてすごく悩ましいのは、あるときあるものを寄贈し

ていただきました。その後、全く同じですけれども、ほんとに状

態の良いものを寄贈したいという方が出てこられたときの対応が

すごく今、悩ましいです。ないから寄贈していただいたのですけ

れども、それよりももっときれいな状態の同じものでそれをあげ

ますと言われたときが、一番困ってしまいます。 

 

寄贈した方も思いがあると思います。自分の家で長く使っていた

ものを寄贈してくださったのですから、だから本当に悩ましいと

いうのがよく分かります。 

 

まして捨てられたら、せっかく寄贈した人は、やっぱり頭にくる
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と思います。でも、寄贈品は何が重要なのか、何が重要でないの

かということを誰が判断するのかが一番難しいと思います。歴史

上の判断的なもので重要なものなのか、取っておけば取っておい

たで良いのかという程度の簡単な基準を作っておいて、その寄贈

判断というのが難しいのかと思います。 

 

何かちょっとした簡単な基準を作っておいて寄贈していただいた

ときに、例えば年数が経って劣化が激しいときには返却をさせて

いただきますみたいなのがちょっとした文章であったら、整理し

やすいのではと思います。 

 

今、郷土画館で寄贈をいただくときには、どういう扱いをするか

というのはこちらに一任させていただきますというお断りの一言

が入っています。北海道博物館大会にも毎年参加していますけれ

ど、やはり同じようなところで問題になっていて、基準を作った

方がいいということは大会でも言われています。個人の裁量で捨

てた、もらったというふうに言われないように、博物館や資料館

が設定した基準の下で受け入れたりしている、廃棄したりしてい

るという基準を持っていかないと、誰々のせいで捨てたとか、個

人の問題にもなってくるので、そうならないようにやはり館とし

ての資料の登録、廃棄の基準は設けたほうがいいというのは言わ

れています。 

 

具体的にどんなものがあるのでしょうか。 

 

捨てるという意味でしたら、農機具とかは多いです。 

 

おっしゃる通りです。テレビでやっていたのが農機具です。北海

道でいう唐竿で、バーンと叩いて豆とかの実を落とす、そういう

ものが何十本も何百本も集まってくる。よくよく見ると、その地

域によって形だとか作り方が違うから、それはそれなりに価値の

あるものになるかもしれないけれども、現実問題としては同じも

のが何十本も何百本もあるということで、やはりスペースの問題

になります。それで番組の中でどこかの自治体の事例を言ってい

ましたけれども、廃棄を迫られる場合、先ほどおっしゃった通り、

基準を作っておいて、そして職員の中で検討する。そして最終的

に、こういう運営協議会のようなところで最終判断をしてもらっ

て、そして廃棄につながっていくという、そういうフローチャー

トを作っているという市町村もありました。職員だけの価値観だ

けでは、後で何か指摘があったときには困るのではという気がし

ます。 

 

今現在、収蔵庫というのはどこにありますか? 
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この建物の裏にまず収蔵庫が一つあります。その他に収蔵資料を

保管している場所が何か所かあります。どこもいっぱいの状態な

ので、特に大きなものは今受け入れるのは難しいです、既に。小

さなものはなんとか隙間に入れられるのでいいですが、大きいも

のはかなり厳しいです。 

 

保管場所が他にも何か所かあるというのは、今廃校になっている

学校ですか? 

 

廃校になっている学校には今はないです。町で持っている施設の

使っていない部屋です。今使っていないだけで、この後使うと言

われるとまたどこかに動かさなければいけないという問題は出て

きてしまうので、一筋縄では行かないと思います。廃校での管理

も苦肉の柵かと思います。あまり管理されていなかったりするの

で、保存状態がいいかと言われるとまた。 

 

確かにそうかもしれないです。建物自体も古いから。 

 

また、函館市立博物館の収蔵庫が何か所かにあるということで、

普段働いている場所から距離があるとなかなか見に行かないた

め、結構管理は大変と話されていました。 

 

去年も聞いたと思いますが一番重要なのは、湿度の管理が一番問

題でしたか？ 

 

木とか絵画だとやっぱりそうなります。 

 

古い校舎だと冷房や除湿が難しいでしょう。 

 

簡単には解決できない問題かと思います。 

 

そのような課題もあるというふうにこの前の番組を見て感じてい

たところです。では、皆様から何か他にないようでしたら、今日

の会議につきましては終了したいと思いますがよろしいでしょう

か。 

 

了承 

 

では終了します。よろしいでしょうか。 

 

10 閉会 

はい。ありがとうございます。それでは以上をもちまして、令和

8 年度第 1 回美瑛町郷土学館運営協議会を終了させていただきま



す。皆様大変お疲れ様でございました。 

 


